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平成１５年度 概算要求のポイント(高等教育局分抜粋)

事 項 概 要

大学の構造改革の推進と２１世紀を担う人材育成

(１)個性輝く大学づくりの
推進 ①２１世紀ＣＯＥプログラム

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円18,200 36,400 18,200

○概要：国公私立大学を通じて、大学からの申請を受け、学問分野別に第三者評価を行い、主と
して研究面でポテンシャルの高い研究教育拠点（大学院博士課程レベル）に重点支援を
行うことにより、世界最高水準の大学づくりを推進する。
・１件当たり年間１～５億円程度を原則として５年間継続的に交付
・平成１５年度は、学問分野１０分野のうち、平成１４年度に対象とした５分野を除
く５分野を新たに公募対象
・選定のための審査は、日本学術振興会を中心に運営される「２１世紀ＣＯＥプログ
ラム委員会」で公平・公正な第三者評価を実施

②特色ある大学教育支援プログラム(新規)

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円選 定 等 経 費 0 120 120

( 14,022 )関連支援経費 [再掲] 百万円

○概要：①選定等経費：国公私立大学（短期大学を含む）を通じ、大学教育の改善に資する種々
の取組のうち、特色のある優れたものを選定し取りまとめ、広く公表するとともに
関係者等によるフォーラムを開催すること等により他大学の参考に供する。
②関連支援経費：選定された大学等に対し、国立学校特会、私学助成等の関連支援経費
の中から重点支援を行う。
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事 項 概 要

(２)国立大学の再編・統合

○概要： 大学（国立大学）の構造改革の方針」に基づき、活力に富み国際競争力のある大学づ「
くりを目指し、国立大学の再編・統合を進める。
平成１５年度には、次の２０大学について再編・統合を図る。

、 、 、東京商船大学・東京水産大学 福井大学・福井医科大学 神戸大学・神戸商船大学
島根大学・島根医科大学、香川大学・香川医科大学、高知大学・高知医科大学、

、 、 、九州大学・九州芸術工科大学 佐賀大学・佐賀医科大学 大分大学・大分医科大学
宮崎大学・宮崎医科大学

(３)社会的要請を踏まえた
大学の教育研究の高度
化等

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円10,959 13,228 2,269

○概要：・医療技術短期大学部の転換（北海道大学、東北大学、京都大学、熊本大学）
・専門大学院の新設・整備（九州大学・一橋大学）
・法科大学院等の設立に向けた整備
・先端医療や治験の推進を含む安全で適切な医療提供機能の強化
・国立大学の地域貢献の促進

(４)育英奨学事業の充実

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円112,698 131,354 18,656

【他に財政融資資金（財投機関債含 】）

百万円 百万円 百万円277,900 283,600 5,700

○概要
・貸与人員の増員

１４年度 １５年度
無利子奨学金： ２．２万人増（４０．６万人 → ４２．８万人）
有利子奨学金： ４．７万人増（３９．２万人 → ４３．９万人）
合 計 ： ６．９万人増（７９．８万人 → ８６．７万人）

・貸与月額の増額（無利子奨学金）
高校・高等専門学校等1,000円増、大学・大学院等2,000円増
・入学時の需要に対応した奨学金（有利子による一時金）の創設
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事 項 概 要

特色ある教育研究の推進等私学助成の充実

(１)私立大学等経常費補助
の充実

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円319,750 329,750 10,000

、 、○概要：世界水準の大学づくりをめざす観点から 学術研究の高度化や教育の質の向上等のため
特別補助等の充実を図る。

(２)私立高等学校等経常費
助成費補助の充実

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円97,750 105,750 8,000

○概要：きめ細かな学習指導の推進やＩＴ教育環境の充実など教育改革への取組に対する支援の
一層の充実を図る。

(３)私立学校施設・設備の
高度化・高機能化

事 項 １４予算 １５要求 差 引

私立大学 大学院等教育研究装置施設整備費補助 百万円 百万円 百万円･ 19,303 20,453 1,150

私 立 大 学 等 研 究 設 備 整 備 費 等 補 助 百万円 百万円 百万円5,881 8,281 2,400

私 立 高 等 学 校 等 施 設 高 機 能 化 整 備 費 補 助 百万円 百万円 百万円2,089 2,239 150

私立学校施設高度化推進事業費補助 利子助成 百万円 百万円 百万円( ) 639 739 100

○概要：私立大学における研究機能の高度化や私立学校における情報化を推進するとともに、施設の耐震補強工事及び
バリアフリー化に対する支援の一層の充実を図る。また、高校等におけるＩＴ教育環境の整備充実を図る。
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事 項 概 要

留学生交流等国際教育協力の推進

(１)留学生交流の推進

１４予算 １５要求 差 引

百万円 百万円 百万円54,422 56,428 2,006

○概要：我が国の国際貢献の重要な柱である留学生交流の推進のため、国費留学生受入れの計画
的整備、私費留学生等への援助、留学生相互交流(受入・派遣)の推進及び留学生に対す
る教育・研究指導の充実等を図るとともに 「ポスト１０万人計画」も含め、質的充実、
に留意した新たな留学生交流充実策の策定、推進を図る。
【新規受入者１，２２５人に対する支援増等】

・国費留学生受入れの計画的整備
新規受入れ数 5,235人 → 5,355人（120人増）
・私費留学生等への援助
学習奨励費 留学生 10,900人 → 11,500人（600人増）

就学生 200人 → 300人（100人増）
・留学生相互交流（受入・派遣）の推進
短期留学推進制度

受 入 1,950人 → 2,000人（ 50人増）
派 遣 585人 → 635人（ 50人増）

最先端分野の学生交流の推進
受 入 50人 → 150人（100人増）
派 遣 50人 → 150人（100人増）

先導的留学生交流プログラム支援制度（新規）
35人× 3プロジェクト（105人）

・新たな留学生交流充実策の策定、推進


